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そんけい す べき ムスリム の みなさま︕ 
ホトバ の はじまり に いんよう した しょうく の なか で、 ぜんのう の アッラー (swt) は こう つげて おられ ます。 「アッラー の    
マスジド を かんり する の は、 アッラー と しゅうまつ の ひ を しんじ、 れいはい の つとめ を まもり、 きしゃ を し、 アッラー 
の ほか に は なに も おそれる こと の ない もの に かぎられる。 これら の もの こそ、 みちびかれる もの と なる だろう。」1 
また、 あいすべき よげんしゃ صلى الله عليه وسلم は 、 ハディース の なか で 「ちじょう で もっとも アッラー に あいされて いる ばしょ は マスジド 
で ある」2 と かたって います。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
マスジド や れいはいじょ は アッラー の いえ (swt) です 。 イスラーム ぶんめい の しょうちょう で あり、 とし の ちゅうしん です。   
わたしたち の つながり や きずな の しるし で あり、 ひ に ごかい、 れいはい に たって しゅ (swt) の おんまえ で へいあん を    
みいだす すうはい の ばしょ です。 わたしたち の くち から はっせられる 「アーミーン」 と いう ことば、 こころ の なか で ながされる  
なみだ を みまもって いる、 サジダ の ばしょ です。 
じひ の しもべ と して、 マスジド で ほうし に あたる しゅうきょう しょくいん は、 しんり と、 すうこう な しゅうきょう で ある イスラーム 
を おしえた よげんしゃたち の あと を つぐ もの です。 クルアーン に ある、 ならぶ もの の ない げんそく と、 アッラー の しと صلى الله عليه وسلم の 
すぐれた どうとく を つたえる かたりて です。 しんこうしゃ の こころ に クルアーン の ことば を ぬいつける、 「あなたがた の なか で 
もっとも すぐれた もの とは、 クルアーン を まなび、 おしえる もの で ある」 3  と いう よげんしゃ の しょうさん に あてはまる      
しゅうきょう じゅうじしゃ です。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
ぜんのう の しゅ (swt) は、 ある しょうく に おいて 「そして あなたがた は きょうどうたい と して、 [その うちがわ から ひとびと 
を] よい こと に まねき、 しんせつ を すすめ、 ひどう を きんじなさい」4 と つげて おられ ます。 トルコきょうわこく しゅうむちょう は、 
この しょうく を ししん と して います。 わたしたち の おも な もくひょう は、 ひとびと と とも に、 マスジド ちゅうしん の せいかつ を      
よみがえ らせる こと に あります。 ムアッズィンたち も、 ミナレット から そら に むかって 「れいはい へ いそげ、 きゅうさい へ いそげ」 と 
ひとびと に よびかけ、 すくい へ と まねき ます。 
しゅ (swt) が その みな で ある アル＝ジャーミイ を もって、 すべて の ひぞうぶつ を じひ と あいじょう で つつみこんで いる のと  
おなじく、 わたしたち の マスジド は、 じんしゅ や げんご、 はだ の いろ や せいべつ に かんけい なく、 すべて の ちがい を       
ゆたかさ に かえ、 ムスリム を うけいれて います。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
ひとびと の せいしんてき な ふっこう に こうけん し、 ぜん の みち に おける もはん で あり しどうしゃ でも あった しゅうきょう       
しょくいん たち、 マスジド の けんせつ と さいけん を えんじょ して くださっ た かたがた、 そして マスジド で の れいはい に さんか   
くださった しんこうしゃ の みなさん を きねん いたし ます。 いま も むかし も、 みなさん の けんこう、 へいあん と はんえい を おいのり 
もうし あげます。 
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